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第３３回 軽井沢２２世紀風土フォーラム基本会議 

 

【日 時】 令和５年６月23日（金） １９：００～２１：００ 

【場 所】 中央公民館 第３会議室 

【出席者】 基本会議委員：稲葉俊郎委員、鹿ノ戸彩委員、小出恵委員、 

鈴木幹一委員、袖山尚委員、福原未来委員、 

三島勇委員 

 

  ――――――――――――― 内 容 ――――――――――――― 

 

【副会長】 

第33回軽井沢22世紀風土フォーラム基本会議を開催する。 

本日は、【会長】が体調を崩され、欠席となったため、代わって私から挨拶をさせ

ていただく。 

新型コロナウイルスが５類移行後の初となる、久しぶりの対面による会議を会長が

デシジョンされまして、今回多くの委員の皆様にお集まりいただき感謝する。２月に

土屋新町政が始動され、これまで町が検討を進めてきたさまざまな事業や取組みにつ

いて、再検討や見送り、これまでの経緯を踏まえた改善が図られつつある。その中

で、今後の風土フォーラムについてどのように取り計らったらよいか、今回基本会議

の皆様にお諮りし、残り１年のスケジュールの再調整を含めてご意見を伺いたい。 

また、秋に予定している芸術祭についても、【Ａ委員】・【Ｂ委員】を中心に、準

備を滞りなく進めていただいているところでありますが、その進捗のご報告をいただ

き、共有させていただきたい。 

基本会議の任期は、残り１年を切ったが、引き続き軽井沢町に貢献できるよう働か

せていただく心づもりである。どうか委員の皆様より引き続きのご助力を賜りますよ

う、よろしくお願い申し上げる。 
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委員各位のご尽力に心より感謝を申し上げ、本年度は次に繋がっていく道筋を描け

るような、希望に満ちた１年となることをご祈念申し上げて、挨拶とさせていただ

く。 

本日は、よろしくお願いする。 

議題の「⑴今後の風土フォーラムについて」を事務局は説明してください。 

 

【事務局】 

皆様もご存知のとおり、１月の町長選挙により土屋町政が誕生し、それを契機に４

月より「都市デザイン室」が「まちづくり推進室」に生まれ変わった。担当職員も大

きく入れ替わり、私を含め、新たに３名の職員が風土フォーラムを担当することとな

った。私自身、初めて風土フォーラムに携わることとなり、何かと至らぬ点もあるか

と思うが、よろしくお願いする。 

では、今後の風土フォーラムについて、説明させていただく。 

平成28年５月に、第１期の風土フォーラム基本会議第１回会議が開催され、これま

で計32回の会議を行ってきたが、今年度での風土フォーラムを一区切りと捉え、第４

期の会議をもって風土フォーラムを閉じることも選択肢の一つであると考えている。

閉じるということについて、今回皆様から忌憚のないご意見をいただければと思う。 

補足だが、仮に風土フォーラムを閉じた場合、エリアデザインなど地域住民の皆様

の活動ができなくなるというわけではなく、引き続き住民の皆様には主体的に活動い

ただきたいと考えており、町としてもできるところはバックアップしていきたいと考

えている。 

 

【副会長】 

風土フォーラムを閉じることは、必然かなと思う。前町長の名残が色濃いもので、

そうせざるを得ないと考えていた。ただ、行政と住民が協働する関係性というのは、

町にとって必要なものであるため、当然新しい形で進めていくと思う。公と民の仲立

ちする中間支援的な組織の存在が重要だろうし、これまで培われた知見を活かしてい

く必要があると感じる。まちづくり基本条例の改正について協議していく中で、新し

い組織に繋がっていくような、実態に即したより良い形にしていければと思う。 

 

【Ｃ委員】 
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住民と行政が一緒になって、話す場は貴重だと思う。活動全てが閉じるということ

ではなく、土屋町長のもと新しい組織として残っていけば良いと思う。 

 

【Ａ委員】 

私は、今期から委員となったが、これまでやってきたことがあったからこそ、プロ

ジェクトチームで外に出ていけたと思う。これが一つの事例になって、組織が変わっ

ても、住民と行政が一緒になって何かを進めていくことが大事で、今回の芸術祭をケ

ースとして、次に繋げていくのが私なりのミッションだと思っている。今後も、芸術

祭は続けていくつもりであり、今より更に発信が高まっていけば良いと思っている。

活動に対する根っこの部分は、とても大事しながら、まちづくり基本条例は改正した

方が良いと思っている。 

 

【Ｄ委員】 

私は、【第１期会議】から委員を務めているが、ここでリセットするのは良いこと

だと思う。確認だが、いつリセットするのか。 

 

【事務局】 

令和６年度からになろうかと思う。 

 

【Ｄ委員】 

【第１期会議】から常々思っていたことは、この会議には、責任と権限がないとい

うジレンマがあった。また、何をやるのかを委員の自主性に任せていて、ミッション

が明確になっていなかった。リセットして新しい組織になるということであれば、あ

る程度町からのミッションを明確にして示した方が良いと感じる。また、責任と権限

についても、良い機会のため、見直すことも大事である。 

「ミッションと責任と権限」、これを明確にした方が良いと感じる。 

 

【Ｅ委員】 

私は、委員となってまだ１年しか経っていないが、ただ町長が交代したから制度を

変えるということではないと思う。これまで何が問題で何が課題だったのかを分析し

た上で、まちづくり基本条例を改正するのが筋だと思う。なぜ制度を変えるのか理解
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できない。町長が交代すれば全部変えるのかという話になると思う。住民に説明する

ためには、課題点をはっきりした上で変えるか変えないかを決めた方が良い。最初か

ら変える前提でやってしまうのは問題かと思う。 

 

【Ｆ委員】 

物事には何事も始まりがあれば終わりがあると思うので、一つ区切りをつけるとい

うこと自体は、組織の活動として問題はないと思うが、【Ｅ委員】がおっしゃった通

り、町長が交代することを理由にするのではなく、より良い方向に進めていくための

一区切りということと、この組織を締めくくるのであれば、もっとやってほしかった

と思ってもらえるような、何か提言なり結果を私達は残さないといけないのではない

かと思っている。 

委員を公募したときは、「軽井沢ブランドの価値の創造」を高めるというミッショ

ンだったと思うが、それが今こうして話し合っている内容にどこまで結びついている

のか明確ではないところがあり、もし終わるにしても、我々は「軽井沢ブランド」と

いうテーマで集められた委員だと思うので、そこについては一つの提言なり、話し合

われた内容や過程、当初の目的に関して何をやったのかという点を、きちんと公表し

ないといけないと思っている。 

 

【Ｂ委員】 

自助と公助の間を繋ぐ共助や互助、つまり自分１人でやるわけでもなく行政任せで

やるわけでもなく、住民の人たちが協力して何かをやることができればという思い

で、このプロジェクトが立ち上がったと私は受け取っている。だからこそ引き受けた

経緯がある。町長の交代の度に、まちづくり基本条例が改正される、となると非効率

な印象がある。今までの組織を発展させる形で、土屋新町長が新しいコンセプトで引

き継いでいただければ、あえてまちづくり基本条例自体を改正しなくていいのではな

いかと思ったがどうだろうか。共助互助の実際の形をやってみようということから芸

術祭は動いており、そうした具体的な行為が更に続けばみんなで支え合って美しいま

ちを守ることに繋がると思う。 

 

【Ｄ委員】 
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風土フォーラムを廃止して新たな組織を作るのか、あるいは風土フォーラムを活か

しながら中身を変えるのか、変化の度合いがあると思うが、どんなイメージか。 

 

【事務局】 

この会議で議論していただくことになるが、風土フォーラムではない新しい組織を

つくりたいと考えている。ただ、これまでのことで引き継いでいくことは当然あると

思う。 

 

【Ｄ委員】 

先ほど【Ｅ委員】もおっしゃっていたが、これまでの整理・検証は必要だと思う。

ここがよくなかったから、このように改善するなど、良い点・悪い点を公開してとい

う流れが良いのではないかと思う。 

 

【事務局】 

少なくとも一定の成果があったところは見せていきたい。 

 

【Ｄ委員】 

まず、風土フォーラムを閉じるという言い方がよくない。 

 

【事務局】 

おっしゃる通り、閉じるという言い方がよくなかった。新しい形にするという言葉

が適切だった。 

 

【Ｂ委員】 

新しい組織にする場合、まちづくり基本条例の第９条から第10条までは全て改正す

ることになるのか。 

 

【事務局】 

基本的には、そのようになると思うが、第10条のまちづくりに関する提案は残すよ

うになると思われる。まちづくりに関する提案は、新しい組織が受けるようになると

考えている。 
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【Ａ委員】 

この条文は、町長が主語になっている。町長とこれまで風土フォーラムに携わって

きた人たちと一緒に話し合う場をもつ必要があるのではないかと感じた。町長の今の

考えを聞きたいし、こちらの考えも伝えて意見交換したい。 

 

【事務局】 

委員として、各々がどのように考えているのかを話し合っていただければ良いと思

う。町長としては、風土フォーラムを８年間やってきて一定の成果が出ているため、

今期をもって終了しても良いのではという意向がある。 

 

【Ｅ委員】 

まちづくり基本条例第９条第３項第３号にある「この条例の改正又は廃止に関する

事項」についてだが、基本会議で意見をまとめてほしいということか。 

 

【事務局】 

基本会議で改正内容を決定するのではなく、協議をしていただいて、それをご意見

として町が承るということ。条例改正の賛否を決議するというものではない。 

 

【副会長】 

まちづくりへの住民全体の意識の底上げがどれほど進んだのか、まちづくり基本条

例に照らして基本会議が権限を与えられた範囲内に収まっているのか、意見を取り入

れていく仕組みとしてまちづくり基本条例では不十分なのではないかと感じている。

そこをまず精査して、検証した上で、これまでの全体を総括し、課題を明らかにし

て、実態に即した文言で条例に反映していければと思う。 

今後のスケジュールとしては、いつまでに意見を取りまとめる必要があるのか。 

 

【事務局】 

想定スケジュールがあるのでお配りする。 

条例改正をするのであれば議会の議決が必要になるが、12月議会に提出するとなる

と11月の法規審査委員会に、３月議会に提出するとなると２月の法規審査委員会に提



7 

 

出することになる。ただ、法規審査委員会に間に合えば良いというわけではなく、そ

れよりも更に前に内容を固めておく必要がある。 

 

【副会長】 

条例の改正案は総合政策課で考えるのか。 

 

【事務局】 

そうである。 

 

【副会長】 

早ければ次回の基本会議（第34回）で改正案を示していただき、協議するというこ

とか。 

 

【事務局】 

次回の基本会議（第34回）の中で、新しい組織設置のための条例改正案をお示しし

て、さまざまな角度からご意見をいただければと思っている。また、次々回の基本会

議（第35回）でも、引き続き改正案について協議ができればと思っている。 

 

【副会長】 

先ほど【Ｄ委員】がおっしゃったミッションと責任と権限。組織の役割と現行の条

例がどう作用したのか検証して明らかにした上で、条例改正を迎えたい。 

 

【事務局】 

条例改正案を見て検証ということで良いか。 

 

【副会長】 

条例改正案の作成前に検証するのが最善かと思う。 

 

【Ｃ委員】 
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それだと、今日、検証・意見交換しないといけなくなる。【Ｄ委員】のご意見は、

会長経験者ならではのご意見であり、その意見を踏まえて、次回の基本会議で条例改

正案を提示していただけるイメージでよいか。 

 

【事務局】 

そのようにお願いしたい。【Ｄ委員】がおっしゃられたミッションと責任と権限。

これは、非常に大事なご意見だと思っている。こうした意見を活かして、条例の改正

案を準備していきたい。また、【Ｅ委員】がおっしゃられたとおり、これまでの課題

の整理というのは非常に大切だと思うので、それらを踏まえた上で進めていきたい。

また、【Ｂ委員】がおっしゃられた、条例改正の必要性についてだが、次回会議で条

例の改正案を確認していただき、改めてご意見をいただければと思う。また、これま

での知見を活かしてという【副会長】のご意見や、新しい組織として残してもらえれ

ばという【Ｃ委員】のご意見、【Ａ委員】の言葉は変わっても常に繋がっていればい

いではないかということや、【Ｆ委員】の名残惜しいと思ってもらえるようにし、結

果も出したいという意見。それらを全て踏まえて、条例改正案を作成し、次回の基本

会議で案を提示したいと思う。 

まずは、風土フォーラムを新しいものに変えていくという方向性でよいか。無論、

条例の改正案にもよるとは思うが。 

 

【Ｅ委員】 

なぜ条例を改正する必要があるのかという点が議会で問われると思う。成果と課題

をまとめておく必要があるのではないか。成果はあったが、こうした点が足らなかっ

たという両面の理屈が必要だと思う。 

 

【事務局】 

おっしゃる通りだと思う。それらを踏まえて進めていきたい。 

 

【Ｃ委員】 

【Ｆ委員】がおっしゃられた、今期のテーマのもと、委員が集められたということ

も念頭に置きながら進めていけたらと思う。 
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【Ｅ委員】 

芸術祭を開催しているタイミングで、廃止の条例を作っているということに何か違

和感がある。 

 

【副会長】 

実情に即した形にしていくという認識でいれば良いと思う。 

 

【Ａ委員】 

議事録を公開するタイミングに問題ないか。町長が主体の条例であるため、町長自

身が、ここは見直したいとおっしゃったのは、理解できる。それを直接お聞きして、

私達は改正案を議論しますという方が議事録としては良いのではないか。 

 

【Ｅ委員】 

次回は、是非町長に出席してもらいたい。 

 

【事務局】 

現時点でどこまで議事録を公表できるのか事務局で検討する。 

 

【副会長】 

次に、議題⑵に入る。ファシリテーターの【Ｃ委員】お願いします。 

 

【Ｃ委員】（ファシリテーター） 

議題⑵「今年度スケジュールの再調整」だが、説明をお願いする。 

 

【事務局】 

誠に勝手ながら事務局で作成したスケジュールについて説明する。 

まず、基本会議だが、本日の会議で決定したセミナーの日時等をもとに事務局で

【知識経験者】にアポイントメントをとる。次に、８月に第34回の基本会議を開催

し、セミナーのテーマ等について協議を行う。因みに、町長が先日の町長選挙で公約

としていた「自然環境の保全と再生」をテーマにすることも選択肢の一つとしてはあ

りかと考えている。また、まちづくり基本条例の改正案についても協議を行う。 
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次に、９月から10月の間に第35回の基本会議を開催し、その中で引き続きまちづく

り基本条例の改正について協議し、また、セミナーについて必要であれば最終調整を

行う。また、この期間にセミナー講師との打合せができればと思っている。 

次に、11月にセミナー及び意見交換会を開催、12月から１月までの間に第36回基本

会議を開催し、セミナー及び意見交換会から学んだことを基本会議としてまとめてい

くという流れが良いかと思っている。そして、２月にそれらをまとめたものを提言書

として作成し、３月に町長宛てにその提言書を提出する。 

芸術祭については、４月に県の元気づくり支援金の内示をもらい、５月に新たに実

行委員会を立上げて、主体がプロジェクトチームから実行委員会に移行することとな

った。また、芸術祭は、11月３日から11月23日までの間で開催するということで、詳

細は後ほど【Ａ委員】からご説明いただければと思う。 

 

【Ｃ委員】（ファシリテーター） 

セミナーについて、説明をお願いします。 

 

【副会長】 

以前は、セミナーを別の日程で予定していたが、会長等と打合せを行い、住民の参

画意識の向上など相乗効果を生むために、芸術祭の開催期間に合わせて実施した方が

良いのではないかということで、11月に実施することを提案したい。セミナー講師の

【知識経験者】との日程調整もあるため、セミナーと意見交換会の候補日を11月の中

でそれぞれ3日ずつ決めたいと思う。また、意見交換会にも【知識経験者】には参加を

お願いしたいと思っている。 

できれば、セミナーは11/3が理想だが、11/4と11/5も候補日としたい。また、意見

交換会は、11/23が理想だが、11/21と11/22も候補日としたい。いかがか。 

 

【Ｄ委員】 

セミナーのテーマに「自然環境の保全と再生」と書かれているが、前提条件は「自

然保護」で決まっていたか。 

 

【副会長】 

前回の会議で、「自然保護」をテーマにすると決めた。 
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【Ｄ委員】 

では、すでに「自然環境の保全と再生」でテーマは決まっているということか。 

 

【事務局】 

「自然保護」までは決まっていたが、事務局で「再生」を追加した。 

 

【Ｄ委員】 

相乗効果を出すということであれば、芸術の色を出したテーマがいいのではない

か。例えば、軽井沢フォトフェスタは、まさに自然環境の中でさまざまな芸術を展示

おり、まさに自然環境保全とアートの融合だと思う。 

 

【Ａ委員】 

セミナー講師の【知識経験者】と基本会議でコミュニケーションをとれる機会はあ

るのか。テーマについて話し合うなど。 

 

【副会長】 

可能ではないか。 

 

【Ａ委員】 

テーマについて全体でブレストするような場があれば良いと思う。 

 

【Ｄ委員】 

【知識経験者】はどのような方か。 

 

【Ｅ委員】 

【書籍のタイトル】という本を書いている方。保全には精通していると思うが、再

生まで精通しているかはわからない。 

 

【Ａ委員】 

テーマについて、【知識経験者】と話して決める方が良いのでは。 
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【副会長】 

そうした場が設けられれば設定していきたい。セミナーと意見交換会の日程につい

てはどうか。 

 

【Ａ委員】 

意見交換会はどのようなイメージか。 

 

【Ｃ委員】（ファシリテーター） 

提言に向けてというイメージを会長は持っているかと思う。 

 

【副会長】 

意見を吸い上げて提言書にしていくというイメージ。 

 

【Ｄ委員】 

セミナー後にそのまま参加者と対話するような場を設ける方法もあるのでは。 

 

【副会長】 

セミナーのやり方はいろいろあると思う。【知識経験者】との打合せ次第ではない

か。 

 

【Ｄ委員】 

会場の想定は。 

 

【副会長】 

中央公民館を想定している。屋外で実施する可能性もある。 

 

【Ｂ委員】 

【知識経験者】の話を聞いた上で、矛盾しないように芸術祭をやるという順番が良

いのではないか。自然を守りながら芸術祭を開催するということがどういうことかを
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事前に考えた上で、それを骨子としながら芸術祭を開催した方が流れとしては良いと

思う。 

 

【Ｃ委員】（ファシリテーター） 

基本会議の場に【知識経験者】をお呼びして、芸術祭の実行委員会の方も含めてお

話を聞くという方向か。 

 

【Ａ委員】 

確かに、あらかじめ【知識経験者】の話を聞いた上で、芸術祭やセミナー・意見交

換会に向かっていくというのは真摯な感じがする。 

 

【Ｃ委員】（ファシリテーター） 

基本会議にお呼びしてお話を聞くとすれば、【知識経験者】の話をお聞きするの

は、いつのタイミングか。 

 

【副会長】 

できれば、次回の基本会議（第34回）で行いたい。 

 

【Ａ委員】 

実行委員会の参加者全員を呼んでとなるとスケジュール的に難しい。 

 

【Ｂ委員】 

実行委員会の柱となる方々に参加してもらえれば良いのではないか。【知識経験

者】から、こういうことを大切にしながら芸術祭を行った方が良いとアドバイスをい

ただき、参加される方はそれを大事にしながらやりましょうと共有できれば良いと思

う。 

 

【Ｃ委員】（ファシリテーター） 

では、【会長】の判断を待って、具体的なスケジュールを決めるということでよい

か。 
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【副会長】 

まずは、【会長】に報告する。 

 

【Ｂ委員】 

実行委員会の参加者は、【知識経験者】の話のときだけ出席されれば良いと思う。 

 

【Ｃ委員】（ファシリテーター） 

そのような形でよろしいか。 

 

【Ｆ委員】 

【知識経験者】に、何をお聞きしたいのか、あらかじめ考えておいた方がよいと思

う。最初に話した通り、「軽井沢ブランドの持続と進化」というテーマで私は委員と

して選ばれていて、軽井沢ブランドとは何かという最初の話し合いのときに、やはり

「自然」ではないかというところから始まっている。このままいくと単に森を守ろ

う、家を建てるなという方向にいくのではないかと危惧しており、ブランドとしての

自然とは何だろうということを考えるために、【知識経験者】の知見をどのように活

かすのかを我々でしっかりと考えてから話を聞かないと提言書に繋がっていかないと

思う。単に自然を愛そうという話で終わってしまうのはもったいない。大自然だけな

ら私の地元の方がよほど豊かである。単純に自然破壊を止めようとか、ただ保全だけ

を大事にしようという方向にすると、そもそも軽井沢ブランドとしてのテーマの自然

と離れていってしまうと思う。 

それと、提言に対する町の回答まで聞きたいと思っている。 

 

【副会長】 

最終回の基本会議で提言書を調整して、後日町長にその提言書を手渡すという流れ

か。 

 

【事務局】 

いかようにも対応できると思う。最終回までに提言書の調整ができていれば、当日

町長に提出することも可能だろうし、最終回で調整して、後日会長が代表して町長に

提出することもありだと思う。 
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【副会長】 

そうなるとスケジュール的に厳しいと思う。12月の第36回基本会議で考えをまと

め、提言書のたたき台を作成し、２月の第37回基本会議でその提言書をブラッシュア

ップ、最終回の基本会議で提言書を最終決定するといった流れが無難だと思う。 

 

【事務局】 

了解。 

 

【Ｃ委員】（ファシリテーター） 

「軽井沢ブランドの持続と進化」としての「自然」を題材に話し合うためには、ど

のようなセミナーテーマにするべきなのか、【知識経験者】のお話の前に決める必要

がある。 

 

【事務局】 

では、事務局からどういったテーマが良いのか各委員にメールで確認する。 

 

【Ｄ委員】 

ただ町に提言書を提出するだけが一般的だと思うが、それで良いか。 

 

【副会長】 

提言書によっては、議会に取り上げられるなどの対応があったはずだが。 

 

【事務局】 

議会に提出するのは請願書かと思う。今回の提言書は議会を通して提出するもので

はないと思う。 

 

【副会長】 

そうなると提出して終わりということか。 

 

【事務局】 
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提出を受けた町として、しっかりと対応させていただく。 

 

【副会長】 

今年度で第４期会議は終了するが、その後の状況を追っていけるようにしていただ

きたい。 

 

【事務局】 

了解。 

 

【Ｃ委員】（ファシリテーター） 

提言書に対する町の回答を聞く場は設定できないか。 

 

【事務局】 

新しい組織で、対応できたらと思う。 

 

【Ｃ委員】（ファシリテーター） 

提言書となると回答をもらうのは難しいということか。 

 

【事務局】 

前期の風土フォーラム基本会議においても提言書を提出したことと思うが、それに

対する町の回答はなかったはず。それと、同様の扱いになると思う。 

 

【Ｄ委員】 

確かに、前回提言したときに町からの回答はなかった。 

 

【Ｅ委員】 

我々は、諮問機関ではないため、そのような回答を求めることはできないと思う。 

 

【Ｄ委員】 

そこが、先ほど私が言ったことに繋がる。責任と権限が不明確で、何かを動かすこ

とができない。 
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【副会長】 

その辺りの内容をまちづくり基本条例に盛り込み、新しい組織に権限を持たせるこ

とができれば良いかと思う。 

 

【事務局】 

提言書について、何かしらの対応はしなければいけないと考えている。 

 

【副会長】 

お願いする。 

次回の基本会議は、まちづくり基本条例の改正及び【知識経験者】をお呼びしてお

話を伺うこととする。 

 

【Ｃ委員】（ファシリテーター） 

次の新しい組織につながっていくことをイメージしながら進めていくことが重要だ

と思う。 

本日会長が欠席しているため、会長に今日の会議内容を報告した上で、詳細につい

て決めていきたいがよろしいか。 

では、次の議題である「芸術祭」について【Ａ委員】説明をお願いする。 

 

【Ａ委員】 

県の元気づくり支援金について、採択をいただき、「かるいざわ ざわざわ2023実行

委員会」を立ち上げることができた。なお、当初は実行委員会のメンバーに都市デザ

イン室の職員が入る予定であったが、行政職員は入れないこととなった。 

事後報告となって申し訳ないが、お手元の委員会名簿のとおり、プロデュースやデ

ィレクションのスキルがある方や、ネットワークがある方にお声掛けをさせていただ

いた。 

【実行委員会メンバー】と【実行委員会メンバー】が障がいを持っている方でも映

画を楽しむことができるという映画祭事業を展開されていて、その２人にメンバーに

入っていただいた。 
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【実行委員会メンバー】は、佐久市で演劇的な教育を展開しており、今後の地域連

携のためメンバーに入っていただいた。 

【実行委員会メンバー】には、地域の小中学校に呼び掛けていただき、100年後の軽

井沢の未来がこんな感じだと思う絵やジオラマなどの作品をくつかけテラスやＦＭ軽

井沢の前のスペースに展示していただくため、メンバーに入っていただいた。  

【実行委員会メンバー】は、美術館協議会の事務局をやられている方のため、軽井

沢にある美術館情報を「かるいざわ ざわざわ」の中に落とし込めていけたらという

ことでメンバーに入っていただいた。 

【実行委員会メンバー】は、【施設名】の施設長であるが、施設に「かるいざわ 

ざわざわ」の絵を描いてくださった方がおり、ベンチプロジェクトのキービジュアル

も【施設名】に協力をお願いしたいと考えている。 

【実行委員会メンバー】は、主に町内と北軽井沢でマルシェなどを展開しているコ

ーディネーターで、農家の方などにネットワークがあるとともに、ベンチの材料や、

マルシェ内でベンチを設置するなどの手配ができる方のため、メンバーに入っていた

だいた。 

こうした組織化を図りながら、事業ロゴを作り、７月中旬を目途にＷＥＢページを

作成、Googleマップを使ってイベント場所にピンを立てる仕組みを構築し、広く一般

の方に周知できるよう動いている。 

また、YouTubeチャンネルを開設しており、プロセスをショート動画で作成してアー

カイブとして残そうと思っている。 

トークイベントは、町で動いている人たちを伝えていこうというイベントにしたい

と思っていて、まちを考えて活動している人たちという意味でのトークショーを最低

でも２・３回実施したいと考えている。 

ベンチプロジェクトは、【企業名】と交渉中だが、新しくできた施設を拠点に街中

を回遊してもらう仕掛けをどのように作るのか、SDGsというキーワードからも外れな

いようベンチ自体も廃材などを使用していくよう考えている。 

ホームページができ次第芸術祭の参加を呼びかけ、企画書ができ次第協賛を集め、

徐々にまちの人たちへ広がっていく想定をしている。 

７月には、元気づくり支援金の採択者向けのプレス公開がある。それと、町の後援

も得たので、町制施行100周年記念のロゴも入る事業となる。 

【Ｂ委員】、補足があればお願いする。 
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【Ｂ委員】 

芸術祭は、もともと風土フォーラムが、住民が主体となって自治により自然を守る

という動きの中でできている。実際にそういう動きをしている人たちは、あまり目立

たず静かに動いている人たちであるため、芸術祭という場で一緒に取り組んでいきた

いと思う。また、彼らをファシリテートして、軽井沢町のために素晴らしい活動をさ

れている方々を応援することもトークイベントの趣旨である。 

参考にした葉山芸術祭だが、葉山の雰囲気が軽井沢の雰囲気と似ていて、その町が

好きで引っ越してきた方々が緩やかに繋がっていて、軽井沢にも葉山芸術祭のような

やり方が合うのではないかと思っている。 

 

【Ａ委員】 

葉山芸術祭の冊子を参考に、ざわざわ芸術祭の冊子を作成中である。 

 

【Ｂ委員】 

企画に興味を持って特定の日を狙って来た方と、自分の予定がここしか空いていな

いという事でふらっと来られた方の２パターンの訪問を想定して冊子を作っている。 

実行委員会が全てを背負うやり方をしないように、気負わずに責任を分散してやっ

た方が、楽しくできると思っている。 

 

【Ａ委員】 

自走していくイメージをいかに作るかというところが大事だと思うが、何年も続い

ていけるイベントにしていきたい。 

 

【Ｂ委員】 

軽井沢の自然を大切にしながらやっていくことを骨格として押し出していければ特

色があると思う。また、軽井沢は、人々の距離が近い。たまたまお会いした人と趣味

が合うというようなことが起こり得るのが軽井沢で、それは、葉山にも同じようなこ

とを感じた。 

 

【Ｄ委員】 



20 

 

総事業費と元気づくり支援金は、いくらか。 

 

【Ａ委員】 

支援金は、約490万円。冊子とＷＥＢ作成、そしてアーカイブする動画作成だけでほ

ぼその金額になる見込み。事務局運営費や縄文土器の作成やベンチにざわざわの焼き

印を押すなどの、細かいところに協賛金のお金を使いたいと考えている。それと、元

気づくり支援金は、今後４年間優先的に採択されるとのことで、実行委員会として

は、今年度を含めた５年間の事業として自走できるプランを考えており、今回協賛金

が集まらなかったとしても、来年度に繋げて、再度元気づくり支援金を得られるよう

努めていきたい。 

 

【Ｄ委員】 

５年間なら総額約2000万円になる。 

 

【Ｅ委員】 

元気づくり支援金は行政が絡んでいるのが多いが、実行委員会が任意団体として申

請したのは珍しいのではないか。 

 

【Ａ委員】 

個人的には、将来、商工会や青年会議所、協賛企業などのコンソーシアムにしたい

という希望がある。賛同していただける人たちが、入りやすい形になればと思ってい

る。また、これをきっかけに仕事につながるようなイベントになればとも考えてい

る。 

 

【Ｃ委員】（ファシリテーター） 

文化祭などすでに軽井沢町内にある取組との連携があれば教えていただきたい。 

 

【Ａ委員】 

メンバーは、軽井沢在住の方にしている。 

 

【Ｂ委員】 
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障がい者や高齢者、ボランティアなどが参加できるように、社会福祉協議会やボラ

ンティアチームに声をかけている。 

 

【Ａ委員】 

長く軽井沢で営業されている宿泊施設などとの連携も考えている。 

 

【Ｂ委員】 

なお、参加企画はどなたでも参加可能であり、本人のやる気さえあれば万人に開か

れたものに設定している。葉山芸術祭では、自室の部屋の一室だけを使用して参加し

ている人もいた。そういう感じの参加方法も非常に良いと思う。 

 

【Ｃ委員】（ファシリテーター） 

さまざまな人が参加できるように工夫されていることを理解した。 

他に、意見や質問はよろしいだろうか。 

議題は、以上となる。副会長にお返しする。 

 

【副会長】 

本日は、遅い時間までありがとうございました。今回、皆様のお顔を拝見すること

ができ、大変うれしく思う。スケジュールの再調整もあり、より一層皆様のお力をお

借りすることがあると思う。最後までお力添えを賜りますよう、よろしくお願いす

る。本日はお疲れ様でした。 

 


